
61O
日曜日

農
業
と
の
連
携
不
十
分

簗
地
域
の
子
ど
も
の
食
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「

子
ど
も
食
堂
」

と
農
林
水
産

業
や
食
品
関
係
企
業
と
の
連
携
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
、

農
水
省

に
よ
る
初
の
全
国
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ

た
。

他
の
連
携
先
で
は
50
勿
を

超
え
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

J
A
な
ど
農
林
水
産
関
係
の
団
体
と
個

人
は
35
・

4
形
だ
っ

た
。

子
ど
も
食

堂
は
食

育
の
場
と
し
て
の
役
割
を
持

つ
一

方
、

費
用
な
ど
運
営
面
で
余
裕
が
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
。

同
省
は
J

A
や
農
家
の
協
力
に
期
待
し
、

一

層
の
連
携
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

農
水
省
初
の
全
国
調
査

2
O
1
7
年
10
、

11
戸
、

全

国
の
子
ど
も
食
堂
運
営
者
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
調
査
。

2
7
4
件
の
回
答
を
得
た
。

連
携
先
の
上
位
3
位
は
地

域
住
民
（

個
人
）

81
老
、

社

会
福
祉
協
議
会
69
・

7
勿
、

・

自
治
体
57
・

3
形
だ
っ

た
。

農
林
水
産
関
係
と
の
連
携

を
個
人
と
団
体
で
分
け
る

と
、

個
人
31
・

8
疹
、

団
体

13
・

1
老
。

食
品
関
連
で
は

ス
ー
パ
ー
26
・

6
勿
、

食
品

メ
ー
カ
ー
25
・

9
膠
、

飲
食

店
22
・

6
疹
と
続
く
が
、

い

ず
れ
も
上
位
S
位
と
比
べ

る

と
、

大
き
く
下
回
る
。

半
面
、

連
携
先
か
ら
は
重

要
な
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て
い

る
実
態
も
明
ら
か
に
な
っ

た
。

食
堂
に
は
欠
か
せ
な
い

食
材
そ
の
も
の
や
食
材
の
費

用
の
提

供
を
受
け
て
い
る
の

ほ
、

農
林
水
産
関
係
の
個
人

と
の
連
携
で
97
・

7
老
、

団

体
で
80
・

6
多
に
上
っ

た
。

子
ど
も
食
堂
の
多
く
は
資

JAなど団体・個人は35勿
一層の関係強化を貴

く
営
し

運
厳
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金
に
余
裕
が
な
く
、

運
営
の

安
定
が
急
務
と
な
っ

て
い

る
。

運
営
上
の
課
題
と
し

て
、

全
体
の
29
・

6
勿
が

「

食
材
の
購
入
を
含
め
運
営

費
の
確
保
」

を
挙
げ
た
。

10
・

2
多
は
「

生
鮮
食
材
な
ど
の

安
定
確
保
一

と
し
、

12
・

4
老

it
「

調
理
・

配
膳
ス
タ
ッ

フ
の

確
保
一

、

9
・

1
多
は
「

会
場

の
確
保
」

を
挙
け
た
。

同
省
は
「

生
産
者
や
J
A

に
よ
る
食
材
提
供
は
大
き
な

助
け
に
な
る
。

支
援
の
輪
が

広
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
」

 

（

消
費

者
行

政
・

食
育

課
）

と
話
す
。

J
A
に
は
調

理
や
食

事
が
で
き
る
施
設
が

多
く
、

女
性
組
織
に
ほ
料
理

が
得
意
な
部
員
も
多
い
点
に

も
曽
目
。

会
場
提
供
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
と
し
て

参
加
な
ど
の
面
で
も
、

連
携

に
期
待
す
る
。
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狩
猟
ツ
ア
ー
や
木
育

土
砂
災
害
訓
練

住
民
参
加
が
急
増

5
年
で
13
倍

自
治
体
の
土
砂
災
害
訓
練

へ

の
住
民
の
参
ta
者
が
急
増

し
て
い
る
。

2
O
I
7
年
は

全
国
で
1
6
4
百
人
が
集
ま

、

 

幸
而
 

勺
3
2
 

 

ヒ

年
年
、

時
間
や
場
所
を
変
え

る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
状
況

で
行
う
の
が
大
切
」

と
し

て
、

実
効
性
を
高
め
る
工
夫

を
呼
び
掛
け
る
。

住
民
参
加
型
の
訓
練
は
、

国
交

省
か
06
年
か
ら
全
国
の

自
治
体
に
実
施
を
促
し
て
い

俺升雇昇

林野庁など

「

山
の

日
」

 

 

 

 

 

 

 

@

，
，

l
，
ム

地
域
わ

ゆ
デ

し
・

し
へ
却

切

生
口

林
野
庁
な
ど
関
連
省

庁
で
 

し
た
。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

た
。

つ

く
る
会
国
「

山
の
日
」

フ
 

 

身
根
県
津
和
野
町
で
自
伐
 

 

千
葉
県
鋸
南
町
の
地
域
お

オ

ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
は
9
 

型
林
業
を
営
む
田
口
詩
洋
さ
 

こ
し
協
力
隊
、

黒
澤
徹
さ
ん

日
、

兼
巨
邸
内
で
全
コ
「

山
 

も
ま
、

木
毛
こ

口
毛
こ
「

舌
 

ま
 

 

ノ

ノ

D
砕
木
ま
・

ヂ

一

 

 

一

JAPAN AGRICULTURAL NEWS，，。。，温"-23""""，

日本農業新聞
一


